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報告集発行にあたって
本報告書は 2018 年 1 月 29 日に東京外国語大学で開催された国際シンポジウム「日本 - アフリカ関係を
とおしたグローバル資本主義の批判的検討：土地、空間、近代性」( 大学院国際日本学研究院・現代アフリカ地
域研究センター共催 )の記録である。シンポジウムでは、アフリカ (武内進一、以下、敬称略 )、コロンビア (幡
谷則子 )、インド ( 佐藤宏 )、日本 ( 原口剛 ) からの事例報告とグローバリゼーション資本主義批判のための問
題提起(中山智香子)がなされ、領域横断的で実に刺激的な討論が交わされた。出席がかなわなかったキャロル・
グラック教授にはとてもすばらしいビデオ・プレゼンテーションを送っていただいた。なお司会は坂井真紀子
と友常が担当した。
このシンポジウムの構想は、キャロル・グラック教授による本学大学院での 2016 年度冬期集中講義 (2017
年 1 月 ) “Rethinking Modernity: Japan and World History” に端を発している。グラック教授のセミナーでは、
Marius Jansen らの 1960 年代北米の日本近代化論をふまえ、竹内好、安丸良夫、Arif Dirlik などの議論を通して、
日本、オスマントルコ、中国、現代アフリカの近代化論がとりあげられた。さらに IMF と世界銀行による 1990
年代アフリカにおける「構造調整」を告発するアブデラマン・シサコの映画 Bamako があつかわれた。このセ
ミナーをとおして、アフリカからグローバル資本主義を問うことの現代的意義と、戦後世界において、アジア・
アフリカを往還しつつ人々を飲み込んでいく近代性＝モダニティを原理的に考え抜いていくことの重要性を私
たちは体感した。
さらに、2017 年 4 月に本学に創設された現代アフリカ地域研究センターと、武内進一教授によって提起
されている「土地改革」という視角がこのシンポジウムを可能にした。モダニティについての原理的批判の視
角をワールド・ヒストリーの観点から学び、それを地域研究の最前線からの報告にくぐらせる。そのような観
点から遂行されるワールド・ヒストリーと地域研究の協働作業は、批判的に現代社会をとらえ返し、リアリティ
とアクチュアリティをもって世界との関係を再構築する知的実践である。この国際シンポジウムはそうした視
点を具体化するひとつの試みであった。
こうした知的姿勢は国際日本研究における歴史学と地域研究にとっても不可欠である。2009 年のマダガ
スカルのクーデターはアフリカと東アジアをつなぐ一例だろう。このクーデターの背景には韓国の大宇ロジス
ティックスがマダガスカルの全農地の半分を、バイオ燃料の原料となるトウモロコシ生産のために 99 年間無償
でリースする契約を結んだという事情があった。この契約を結んだ政権に対する反対運動は軍部の支持を得て
政権を打倒し、暫定政権を生み出すまでになり、その暫定政権はリース契約を破棄したが、今度はその政権が
前政権勢力やアフリカ諸国によって否認され、再び新たな政権が生まれるという事態になった。「リース」とい
う手続きをとった土地収奪が一国の政治的危機をもたらし、そこに東アジアの資本が深くかかわっていたので
ある。これは韓国の新興財閥を出自とする一企業の土地開発がもたらした事態だとはいえ、そうした土地利用・
土地開発の慣行を理解するうえで、戦前日本帝国主義による植民統治の影響はけっして無視できない。植民地
主義の歴史はブーメランのように戻ってきて、世界のあちこちで姿を現すのである。
「土地改革」をめぐる世界的な動向という観点からいえば、2020 年東京オリンピック開催を前に展開され
ている都市再開発に加えて、2009 年に成立した日本の農地法改正も参照しておく必要がある。明治期の地租改
正、戦後の農地改革に次ぐ「第三の土地改革」「農地法体系の大改正」と呼ばれたこの農地法改正によって、非
農業法人である私企業の農地取得が進み、土地所有者と土地利用者の分離が起きている。土地と空間をめぐる
こうした劇的な変動を前にして、原理的なモダニティ批判をふまえたグローバル資本主義批判という立場は、
現代日本を研究していくうえでも必要不可欠の視点なのである。この国際シンポジウム報告集が、そうした課
題についての議論を深めていく手がかりとなることを期待したい。
最後に、国際シンポジウムおよびこの報告集作成にあたってご協力いただいた報告者、また、翻訳や編
集実務にかかわっていただいた皆様に心から感謝申し上げたい。
東京外国語大学大学院国際日本学研究院
友常勉
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